
























































































































が『大唐西域記』 、 『倶舎論』 、 『淮南子』 、 『南山戒疏』を引く



































が、この池のイメージが強く、 「日本においても「無熱池」のみが強調され」 、 「香山の無関心の遠因となる」
（二五二頁）
。そして

























































































































のどのような研究コンテクストに載せて語られ、どのあたり 読者を想定して論じられてい のか。浅学の私 は必ずしも明確ではない。もちろん本書総体 流れ こうしたユニークネスこそ〈前田学なるもの〉だと一言云えば解決してしまうのだが、そうした押し込めの構造で切り捨てるのはいかにも惜しい。そうでな







直接本書を手 する人にはもとより不要だろう。本評では、問題を絞り、私なりの読後感を示して責めをふ ぐこととした 諒とされたい。（二〇一四年五月
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